



















































































































































































平中物語 17 1 1 19
土佐日記 1 1
落窪物語 25 3 4 32
蜻蛉日記 63 32 19 1 115
大和物語 46 2 3 51
宇津保物語 63 18 40 1 2 1 3 2 130
枕草子 11 3 2 1 1 1 19
源氏物語 88 14 16 1 119
紫式部日記 3 2 5
和泉式部日記 43 2 45
夜の寝覚 7 4 5 1 17
浜松中納言物語 7 4 1 1 1 1 15
更級日記 2 3 4 1 10
栄花物語 33 20 41 4 4 2 1 105
堤中納言物語 5 3 1 9


































































































































































































































































































































































ノ 1 4 6 11
ニ 1 1 1 3
φ 22 6 4 32
起点格（伝言や手紙の発信元） ヨリ 9 2 3 14
着点格（伝言や手紙の受信者） ニ 7 3 10
場所格（手紙等の筆記面）
ニ 30 2 32
ニテ 1 1




対象格 ヲ 1 1 2


































































































































































































































































































［付記］本稿は，令和 2年度 JSPS 科研費（課題番号：19K13210）による研究成
果の一部である。
（つじもと おうすけ・関西学院大学文学部助教）
２２ 中古語における引用表現「…とあり」について
